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“上空画像による道路交通情報・被災地広域情報一括解析”
教授　佐治　斉（高度道路交通システム・道路防災）

　大規模な地震災害や風水害時における救助・救援活動を円滑に遂行す
るためには、被災地状況のみならず消防・救急車両の通行路や被災者の
避難経路を含め被災地周辺の広域状況を迅速に把握することが不可欠で
す。しかし、被災直後の周辺状況を、地上に設置された機器による限ら
れた観測だけで把握することは困難であり、人手で調査することは時間
がかかり危険も伴います。これを踏まえ、人工衛星やヘリコプターなど
上空から被災地周辺を撮影して得られた画像やデジタル地図情報を統合
活用し、道路交通（渋滞、閉塞）状況や家屋倒壊状況をはじめとした被
災地周辺の広域情報を一括解析するための研究を、様々な組織と共同で
推し進めてきました。これら研究の成果は、災害対策に関わる組織や道
路交通を管理する組織における災害後の実業務（救助活動の初動時にお
ける人的配置やルート選定、及び交通管制業務など）を支援し、実社会
に大きく貢献するものです。

　上空から撮影された航空・衛星画像情報や、地上の交通監視カメラで撮影された交通流情報、及びデジタル地
図情報など、様々な情報の処理・管理に関する手法の検討や、コンピュータ上でのシステム実装に関する研究を
行ってまいりました。特にここ数年は、地震などの大規模災害直後における被災地周辺状況の把握や道路交通状
況の把握、及び平常時における交通渋滞情報の収集をはじめ、社会の様々な問題の解決に直接関わる研究を推進
してきました。また、研究で得られた成果を、地域のみならず全国に展開することを目標とし、道路管理・交通
管理・消防防災活動・都市開発・宇宙利用などに関わる様々な組織と共同で研究を進めております。今後も、研
究のための研究に留まらず、社会に直接役立つ研究を推進していく予定です。
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